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で発現させた。得られた融合ポリペプチドを Achromobacterフ。ロテアーゼ I で消化してから，単離し
た目的物を酸化的に再生して天然物と同ーの構造および生理活性をもっ標品に導くことができた。 4)
中性付近で不溶化して安定化されながら，なおかっ，切り出しを必要としない方法として， 2 シストロ
ン系によるソマトメジン Cの直接発現を試みた。酸性のポリペプチドをコードする遺伝子を第 1 シスト
ロンに，塩基性のソマトメジン Cをコードする遺伝子を第 2 シストロンにもち，かつ，第 1 シストロン














それによっても Met- ソマトメジン Cを合成することに成功した。この方法によれば選択的な切断なし
で目的物を安定に分離することができる。
このように斎藤君の研究は微量ポリペプチドの生化学的な合成に新しい道を開いたものとして有意義
であり，理学博士の学位論として十分価値あるものと認める。
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